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ラゴア･ド･プリチイ地区

ヵンポラルゴ地区

ァスージ･クワルデイロ

テレジーナ地区
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農 業 省 海 外 協 力 室 に て

(白石,真下専門家､ Moma協力室長)
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ラゴア･ド･ブリチ地区:Buritl dos Lopes潮を望む

乾期の干陛部分を利用し稲作栽培を実施している｡
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アスージ･クワルディロン地区▲:スプリンクラー

かんがいにて陸稲を栽培｡
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カンポラルゴ地区:過去に当地区の開発を日給み堰を

設置したが､計画ミスにより現在は使用されていない｡

カンポラルゴ地区は確前面に広がる｡
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テレジーナ近辺地区: Parnalba河を望む｡

対象地区はパルナイバ河右岸に広がる｡
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テレジーナ近辺地区: Potl河を望む｡

対象地区はPotl河右岸に広がる地区｡



1.はじめに

昨年､ブラジル国のピアウイ州､ブラジリア駐在事務所駐在員から州内に各種のかん

がいプロジェクトが存在する旨の情報を得て､ P/Fを行うこととしたものである｡

当初予定通り4月22日ブラジリアに入り､翌23日ピアウイ州ブラジリア事務所に連絡

したが駐在員不在であったので､直ちに予定を変更して､日本大使館に福田書記官及

びJ I CA事務所に本郷所長代理を訪ね､ ADCAベースのP/Fの主旨を説明､了

解を得た後､ブラジル国農業省にアルベルト･ノブオキ･門馬海外協力室長を訪ねた｡

J I CA真下専門家も出席の場で再度主旨説明を行うと共に､現地への連絡法を依頼

した｡

門馬室長に連絡を取って頂いたお陰で､現地では州政肘企画局の全面的協力のもとに

効率的な調査を行うことが出来た｡

なお､当初予想した Teresinia地区は Teresinia市から地方海岸地帯に点在するかん

がかい農業のポテンシャリティを有する地区の総称であることが分ったので､調査期

間の制限もあることから､ 50,000-60,000haの中で比較的実行の可能性の高い地区4

地区を選んで調査すると共に､かんがい農業の参考になる試験地や企業農場及びラテ

ンアメリカで唯一と言われるかんがい試験場も訪ね､各種の情報を収集した｡

現地調査に当っては企画局のフランシスコ･デ･アシス･ベロツソ･フリイオ部長､

山々セイジ顧問､マルシオ･ベラス部次長に大変お世話に成り､各地区ではかんがい

担当職員及び農協職員､試験場では場長以下の専門官から貴重な説明を受け､効率的

な調査が行ない得たことに対し､厚く御礼申し上げる｡

平成2年5月

白 石 健 次

本 城 正 行
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2.ピアウイ州

2. 1 自然条件

2.1.1地理上の位置及び面積

ピアウイ州はマラニオン州と共に東北地方の中でNORDESTE OCIDENTAL (西部東北

部)と呼ばれる地域を形成する｡

地理上の位置は南緯2o より11o
､西経40o

より46o の間にあり熱帯圏に属する｡

州の境界線は全長 3,180knで､北部に大西洋､南部がバイア州及びゴヤス州､東

部はセアラ州及びペルナンブコ州､西部でほマラニオン州と接している｡中でも

マラニオン州との境界線がもっとも長く全体の47%を占める｡

ピアウイ州; 地理上の位置

方向

両端の位置 距離

南緯(S) 西岸(WGr)
(Oo) (k甘I)

北 南 乗 西

北一南 2o44'33” 10o52.35‥ 88o8'02” 887

東一西 40o25-SO‖ 45o59●30” 5o34-00” 618

ピアウイ州; 境界線の距離

区分 境界
境界線の距離

(kqL) (%)

北部 大西洋 66 2.07

南部
バイヤ州 780 24.53

ゴヤス州 22 0.69

東部
セアラ州 580 18.24

ペルナンブコ州 240 7.55

西部 マラニオン州 1,490 46.92

計 3.180 100.00

(出典: IBGE)
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ビアウイ州の両横は 250,934krn'でブラジル同でほ第10(;f.､乗北地方ではバイア州

及びマラニオン州に次ぐ節3付の而稽であるo州の棲高は 900mを越さず､全体

の29.2%カi 200m以下の低地にあり､ 600mを越す地域は全体の 8.5%のに過ぎ

ない｡州は農業企両委員によると地肌ヒ8地域に分頓されている｡
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ピアウイ州; 面 積(州農業企画委員による分類)

地相上の分類 面積

No. 地域名 km2 %

1 ALTOPAt‡NA]BA 59,199 23.59

2 PLANATO 27,743 ll.06

3 LITORAL 5,145 2.05

4 SEf‡TAO 76,863 30.63

5 IBIAPABA 36,644 14.60

8 CAPNAUBEIRA 12.403 4.95

7 BAIXOPAENAIBA 5.111 2.04

8 MEDIOPAF川AIBA 27,796 ll.08

州合計 250,934 loo.00

出典: COMtSSAO ESTADUAL DE PLANEJAMENTO AGRICOLA DO P]AUE (CEPA)

2.1.2 気 象

ピアウイ州は全体の65%が熱帯性気候､ 35%が半乾燥型の気候帯に分類される｡

夏から秋(12月-4月)にかけて降雨があり､冬から春(6月-11月)の間乾燥

する｡州の南部でほ雨期が早く始り(11月)
､北部では遅く(1月)雨期に入る

のが普通である｡

州の平均気温は山脈に近い南端部と海岸に接する北部を除いて26℃､一部の地域

では年間最も寒い月に12o以下に下がる｡また､年間最も暑い時期は3月-12月

の期間で､南端部及び北端部を除いて40℃に達する処がある｡

各地域別にみた気象状況は次の通りである｡

1) ALTO PA官NAIBA

ll月から3月にかけて降雨が多く､その他の月は減少する0 11月から4月間

の降雨は年間降雨量の90%に達する｡

6月より9月にかけての4ケ月は乾燥する｡ほとんど雨がないと言ってよい｡

年間降雨量は平均で1,072.5mmである｡地域内に23ヶ所の気象観測所がある｡

-3-



2) PLANALTO

降雨は夏-秋型すなわち11月から4月にかけて多く､年間降雨量の93%がこ

の時期に集中する｡

雨期は10月より53.3mnlの降雨量で始まり､次第に増加し､ 12月には197mmに

に達する｡降雨は3月(133.Omm)より下降を始め､ 4月には更に減少して

118.4mmになる.

乾燥は5月に始まり9月まで継続する｡この間の降雨量は5月において11.4

mm､ 9月は 9.5mm､中間の6月､ 7月､ 8月はほとんどないと言ってよい｡

年間平均降雨量は1,071.7mmである｡地域には23ケ所の気象観測所がある｡

3) lノITO官AL

この地域の特徴ほ高温多湿で､夏期を雨期とし10月に降雨が最高になる｡

降雨は夏-秋すなわち11月から5月にかけて多く,この期間が年間雨量の

95.6%を占める｡地域内の平均降雨量は1,188.Ommであるo

雨期は11月(降水量11.2m)に始まる12月､ 1月､ 2月､及び3月の降水量

はそれぞれ29.OmTn､ 125.81nⅧ､ 22l.9mm及び 317.4mmである. 7､ 8､ 9､

10は年間でもっとも乾燥する時期で､降雨量は 9.6m､ 1.3nlm､ 1.OT[m及び

4.0
mnと少ないo

地域の平均気温は25.9℃､年間で9月-2月にかけて最も暑く､年平均を上

廻り､ 3-8月は年平均を下廻る｡

4) SE官TAO

雨期は夏より秋すなわち11月より4月の間で､この期間中に年間降雨量

676.7mmの93%が集中する｡

1月-3月間は100mnl以上の降雨があり､中でも3月には158.2mnでも最も

大きい｡ 4月は76.1mに落ち､ 5月なると17･2nmになる. 6月､ 7月､ 8月

及び9月は最も乾燥する時で雨量はそれぞれ数mm以下である.

-I-



地域内の気象観測は8ケ所である｡

年間最も暑い時期は9-1月でその平均気象は29.5℃に達する｡風向は南東

-西､西-南東が多く,風速は 2.9m/sである｡

5) IBTAPABA

この地域も降雨は夏-秋に集中するこの期間に年間降水量の92.6%が降る｡

年間降雨量は1,209.3mm｡

雨期は10月より始まる｡ 3月の平均雨量は 294州で最高の雨量となり､ 4月

には 243m､ 5月には108mmを滅ずる｡

乾燥期は6､ 7､ 8及び9月で､雨量はそれぞれ43.1mqL､ 17.1mm､ 3.6nmで

ある｡

6) CA控NAUBE柑A

降雨は夏から秋にかけて多く､年間降雨量は1,462.8Tbmで､その93.6%がこ

の期間に降る｡

雨期は10月(22.01n8t)に始まり､ 11月(43.2nm) ､ 12月(84.Onm) ､ 1月

(190.3m) ､ 2月(263.4mm)と増加し､ 3月には 355.6mmに達するo 4月は

295.Ommと下降したあと5月に138.5mATに落ちる.

6月､ 7月､ 8月及び9月が乾燥期で､それぞれ37.1nm､ 13.3mm､ 9
.8m及

び10.5mmの降雨である｡

年間最も暑い時期は9月-1月である｡平均気温を上廻る｡

7) BAIXO PARNAIBA

雨期は夏から秋にかけて集中的な降雨があり､年間降水量1.606.2mmの93.4

%がこの期に降る｡

雨期は11月(41.2mln)に始まり､ 12月(75.681n) ､ 1月(168.8m) ､ 2月

(260mm) ､ 3月(383.9nm) ､ 4月(364.7mm) ､ 5月(199.9M) ､ 6月(56.4

mfn)なるo
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7月､ 8月､ 9月及び10月が乾燥期で各月10mm以下である｡

8) MEDIO PARNAIBA

IO月-5月が雨期で年間降水量(1,327.7M)の93.6%がこの期間に集中する｡

10月より5月にいたる降雨量は､ 10月(38.7mm) ､ l上月(73.S∩M) ､ 12月

(116.OM) ､ 1月(116.Omn) ､ 2月(187.9nlm) ､ 3月(303.6mm) ､ 4月

(241.1mm) ､ 5月(89.6mm)となる｡これに対し､ 6月､ 7月､ 8月及び9

月が乾燥期で､降雨量は20.2m､ 7.8mm､ 5.5mm及び12.1mであるo

温度は年間8-12月は35.8℃ (9-10月) -34.0℃ (12月)
｡これに対し1

-7月間は31.2℃ (2-3月) , 7月(33.0℃)と低い｡

以上を要約すると次表の通りである｡

地域削 年間雨量(mm) 最低雨量(m皿)

ALTOPARNAIBA 1.072.5 7月0.2

PLANALTO i.071.7 7月0.2

LITORAL 1,188.0 9月1.0

SERTAO 676.T 7月1.0

TBTAPABA 1,209.3 8月3.6

CARNAIBE柑A i,462.8 8月9.8

BAIXOPAfiNAIBA i,606.2 8月3.4

MEDIOPAfiNAIBA 1,327.7 8月5.5

-6-



2. 2 ピアウイ州の人口

ビアウイ州統計年鑑(CEPRO)によると最後に行われた1980年度における州内人

口は 2,139,000人で､国内人口の1.8%､東北地方の 6.1%占めたo lkm2当りの

の人口密度は8.52人で全国の14.1人及び東北地方の22.6人のいづれよりも少なく､

国内でも人口稀薄な州に数えられている｡ 1940年より1980年に至る人口の推移は

次表に示す通りである｡

ピアウイ州の人口の推移

年度 人[j
内訳

都市 農村

1940 817.6 124.2 693.4

1950 1,045,7 170.6 875.6

1960 i.242.6 285.6 956.6

1970 I.680.6 536.6 I.,144.0

1980 2.119.0 898.0 i,24l.0

1980年の人口センサスによると､州内で100.000人を越す都市は､州都TERES7NA

(473,900人)とPARNA柑A市(116,000人)の2都市のみであり､ 50,000以上の都市

も前記2都市のほか PICOS (82,700人) ､
PIf!IPTR7 (6l.800人) ､ SAO fHMUNT)0

NONATO (53.700人) ､ oE柑AS (51.200人)を数えるのみである｡

地域別ではTERES川A周辺が最も多く､次いで､北部･西部地域が多い｡

-7-



2. 3 ピアウイ州の農業現況

2.3.1農業生産

suDENE (棄北地方管理庁)によると､ピアウイ州内の生産高は1983年において

第1次農業部門が56%､牧畜部門31%､採集部門が13%の割合となっている｡

州内における経済活動人口の58%が農村にあり､重要産業でありながら零細農地

を所有する小農業者による自家食糧の補給を目的とした営農が大半を占めている｡

零細農家は管王朝巨力に乏しく､生産の伸びが極めて悪いo ピウアイ州の農業生産

条件について Anne‡に表を揚げてあるが州内主要作物につき､表示してないもの

は次表の通りである｡

ピアウイ州の主要農業生産

作甲
面積l.000ha 生産量l,000t 単収kg/ha

86/87 87/88 86/87 87/88 86/87 87/88

A)穀物

栄 222.3 263.3 162.5 407.9 732 1,549

トウモロコシ 363.8 455.7 116.3 381.2 320 836

フエジョン 273.1 34･3.9 48.4 126.0 177 366

小計 859.2 I,062.9 327.2 915.1

B)油脂原料作物

棉(木綿) 159.9 163.6 16.6 13.7 104 84

棉(草綿) 37.7 40.7 13.3 17.6 353 432

ヒマ 152.2 12.2 2.0 8.7 133 692

小計 212.8 2]6.8 31.9 4CI.CI

A＋B i,072.0 i,279,7 359.1 955.i

C)その他

砂糖キビ(甘井) 12.2 13.7 593.6 711.5 48,848 52,023

マンジョカ 157.7 137.2 1,773.4 1,597.0 ll,745 ll.642

ニンニク 0.2 0.2 0.6 0.8 3,255 4,213

カルコーナワト 12l.i 24.8 205

バナナ(i) 3.7 4.0 5.5 6.5 i,497 i,617

オレンジ(ii) I.4 1.4 148.1 178.0 109,740 125,2TO

(出典: IBG E)

(i)バナナ生産量 1,000房 単収 房/ba

(ii)オレンジ生産量 1.000個 単収 個/ba
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2.3.2 牧畜生産

牧畜部門は､伝統的に州経済を支えて来た部門であるが,牧畜部門の農業全体に

占める割合は最近減少の傾向にある｡原因は天候不順な問題のみならず､国内経

済の悪化から需要が伸びないことにある｡

今日ピアウイ州の牛の保有頭数は1.6百万頭で全国保有数(128.4百万頭)の1.2

%に過ぎない｡

乾燥地であるから山羊の飼育は盛んであるo 1985年の保有頭数は1.6百万頭で全

国の保有数の16%を占める.

養豚も最近伸びつつある｡地域別の主要家畜数を占めせば､次表の通りである｡

地域別主要家畜数

1,000頭

■地域別 午 山羊 豚

1)BAIXOPAPANAIBAPIAUENSE 128.6 161.3 127.7

2)CAMPOMAIOR 305.6 481.9 223.0

3)TERES川A 85.8 163.1 171,5

4)MEDIOPARNAIDAPIAUENSE 56.7 76.2 83.8

5)VALENGADOPIAUI 77.8 108.9 41.2

6)FLORIA 144.0 87.9 58.7

7)BAIXOESAGEICOLASPIAUENSE 197.4 136,2 100.2

8)ALTOPA官NA[BAPIAUENSE 52.7 2.6 17.9

9)MEDTOCTURGUEIA 60.2 6.6 13.3

10)ALTOPIAUIECANTNDE 243.4 412.8 174.0

ll)CHAPADASDOEXTREMOPIAUENSE 177.5 36.8 46.7

計 1.531.7 1.673.8 1,058,2

(出典: 1985年農業センサス)
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2. 4 港淑現況

2.4.1港概概況

ピアウイ州のかんがい計画ほピアウイ州開発公社(CO凹DEP])が担当しており､開

発公社がプラン･プログラム及びプロジェクトの統轄及び実施機関となっている｡

COMDEPIの組織の中には､かんがい計画の担当部署として､ DRH I (水資源､

かんがい局)が置かれている｡その組織図は次図の通りである｡但し､企画段階

までは州政何の企画部(SEPLAN)で行っている｡

C OMD E P I

総 会

運営審議会

役 員 会

総 裁

｢注+ DRH]以外の局は

組織省略｡

水資源濯概局

D R E I

農牧総局

秘書室

事 務 局

技術顧問室

工事サービス局

企画顧問室

水力地質部

｢
ボーリング課

プロジェクト

コントロール課

調査企画部

地質調査課

水質調査課

かんがい課

社会･経済課
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DRⅢ Ⅰによっておこなわたれ調査結果として､ピアウイ州南構25.065.000haの

中､既に判明しているかんがいポテンシャル地帯の面積は856･850ha､今後の調

査を待っ地帯の面積を 9.275.000haと発表されている｡地域別に表示すれば次表

の通り｡

ピアウイ州の港概可能面積

河川流域名
面積 港概ポテンシャル 更に調査を必要と

(ha) ある面積(ha) する面積(ha)

1,LITO官ANEA 321,000 25,000

2.BATXOPARNATBA 799,000 159.000

3.LONGA 2,120,000 298,800 2Ol,000

4.DOTl 3,910.000 92,900 976,000

5.CANINDE 7,817,000 220.950 I,848.000

8.ITAUEIRA 1,204,000 1l.200 882,000

7.GURGUETA 4,783.000 49.000 2,952.000

8.Al_,TOPAEANA[ 4.108,000

その他 2,416,000

汁 25,065,000 856,850 9,275.000

(出典: PLANO ESTADUAL DE L官RIGALAO)
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また､ 87-96年間の州の濯概計画として次の調査が行われ､一部プロジェクトと

して開始されている｡

ピアウイ州潜戯計画1987-92

調査対象河川流域 盆地名
調査面積

(ha)

港概郎ルサル

面積(ha)
調査レベル

TRANQUE川Å/SAL川AS川 CANINDE 4,094 2,070 認知

SAMBITO川 POTl 3,619 2.924 ′′

P柑ACURUCA川 i,ONGA 8.718 3,228 予備F/S

帆/LATO川 CANtNDE 20,045 1,441 認知

…c.-oFUNDOS吉岩z｡｡p･AUT
′′ 2,1_73 2.103 ′′

JENIPADO川 LONGA 10,199 5,106 ′′

RtACMOTUNDO(CANTODOBURTTl) TTAUEII柑 7,250 5,949 ′′

ESFO7,ADO川 GU官GEIA 7,307 2,310 ′′

P]AUI川 CANINDE 8,823 4.989 /′

LAGOADOBURTTI(i) I+ONGA 985 664 プロジェクト実施

VARZEAGRANDE(1) BAIXOPA官NATBA 809 588 認知

CAMPOLAf2GO湖(1)
′′ i,500 1,243 プロジェクト実施

BAIXOPA官NAfBA
′′ 30.000 16,000 マり-プラン

P柑ACURUCA LONGA 13,500 9,000 基礎プロジェクト

DttHDLtH
// 5.294 3,706 ′′

沖積地帯 BAXTOPARNATBÅ ll,000 7.700 ′′

計 135,346 69,Oil
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2.4.2 水資源状況

ピアウイ州は州内面積の82.5%が乾燥地帯に含まれており､州全体がSUDENE (秦

北地方管理庁)の管轄下におかれている｡

河川図をみるとビアウイ州は､その面積が332,858km2に及ぶPARN^IBA河盆地によ

って占めらている｡地質学的にみると州面積の85%は沖積層上にあり､豊富な水

分を有している｡残りの部分は殆ど不浸透のクリスクリーノ地層に属する岩石に

よって構成されている｡この外､州内には69の湖と人工堰(公共) 37ヶ所と民間

堰48ヶ所があるo

pARNAIBA河は典型的な東北地方型の河川で,全長1,485k¶､年間流量は 200億m'､

流量が最も少ない期間でも 300m'/secある.支流は140あり､その延長は5･000

kmになるo

調査結果が明らかにされた各地区の濯概のために利用出来る水量のボンテンシヤ

ルは次表の通りである｡

ビアウイ州; 各盆地別水供給量

河川盆地名 プロジェクト名 面積(ha) 水供給源 流量(m'/s) 流量観測所

1.LONGA盆地 LONGA 9,900 RioPRNAIBA 191.00 TORMOSO港

2.BAIXOPA官NATBA盆地 JCAQU川PIRES-Ⅰ 30.000 ′′ 19l.00. ′′

′′-Ⅱ 8,100 /′ 1gl.00 ′/

PORTO 15.000
′/

19l.00
′′

TEEESINA-I 40.400 ′/ 155.00 VE耶:SA農場

3.POTT盆地 TEREStNA-Ⅱ 15.000
′′ 155.00 ′′

4.CANINDE盆地 PALMEIRAS 16,500 ′′ 155.00
′′

AMAXANTE 15.000 ′′ 155.00
′′

BOCAINA 1,500 BOCA)NA堀 1･99
′′

SAOJOAODOPIAUT 3,300 PfPOETELA堰 1･La
′′

5.1AUE柑Å盆地 lTAUEtRA 1,500 POCOS 0･些
′′

(出典: PLANO ESTADUAL DE柑馴GACAO )
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3.調査地区

冒頭述べた如く､当初テレジニヤ地区と称したものは､ Piaui州に首都テレジニヤか

ら北部海岸地帯までに点在するかんがい農業の可能性のある地区(総面積約50,000-

60,000ba)の総称であることが分ったので､これらの地区のうち､最も実現の可能性

の大きい4地区につき現地調査を行い､併せて今後の参考とするため､かんがい試験

地やかんがい農業試験場をも訪問して､資料の収集につとめた｡

3. 1 テレジニヤ地区

Parnaiba河の河岸に沿う首都テレジニヤの周辺地区である｡

面積は約10,000ha､地形は極めて平坦であり､土壌も当初心配された砂利質の処

ばかりでなく､良好な土壌部分も多い｡現在､牧場等に利用されているものの意

外に開発が進んでいない｡

州政肘企画局の説明によれば､用地取得に困難があるとのことであったが､連邦

政府の保留地等もあり､州及び連邦両政何の話合いによっては､開発可能とも考

えられた｡

連邦としては将来の飛行場用地等も考慮して保留しているのかも知れないが､仮

にそれらの用地を予め考慮して除外したとしても､農地としての開発余裕はなお

充分あると思われた｡

水源はParnaiba河よりのポンプアップによるが､ Parnaiba河は堆砂が多いので取

水地点の選定､取水施設の工夫に若干の配慮を必要とする｡しかし､水量は乾期

においても充分である｡

営農は都市近郊であるから､熱帯果樹､読菜等が主になるが､テレジニヤ市場は

勿論､リオ､サンパウロ圏への移出及びヨーロッパへの輸出も可能である.特に

テレジニヤより 350km北方のLulz Correia港は現在建設中であるが､ほぼ基礎工

事は終了した形で中止になっているものの､かなり意欲的な港湾建設で全工事が

完成すればレシーフェ､サルバドールに匹敵する大港湾となり得る可能性は充分

である｡しかし､背後地の開発が余りにも遅れているので､この港湾を一気に完

成するには問顧があると思われる.

今後は背後地の開発に併せ､整備を進めてゆけば利用価値は莫大なものが期待出

来る｡
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3. 2 ラゴア ド ブリチイ地区

首都テレジニヤより約 300km北方にParnaiba河を下った処である｡

丁度Parnaiba河の支流 Longa川が本川に合流する手前にLagoa Grano do Buriti

do L′opesと言う湖があり､ Longa川はこれに流入後､再度この湖から出て

Parnaiba河に合流する形になっている｡

郎0

)

LagQ? Granp

do 8uritl do Lopes

A

トーー

O

ド
く)
=1

0q

P

乾期には湖の水位が約1.8m低下するので潮の干陸部分に琵湿を利用して､陸稲

栽培方法で稲作を行っている｡その面積を約 2.500haである｡

水面は約 500ha或るので､これをポンプアップする部分もある｡栽培は 514戸の

農家が協力して 819haを行う部分とまわりの農家が1-2haづつ個人個人で栽培

するものに分かれるo収量は陸稲式であるから少なく､籾で4.8t/ha程度でなるo

計画は Eio Longa (ロンガ川)を堤防で湖を切離して雨期にt)稲作を行うと共に､

取水に工夫をこらして､周辺の未開地約 2,500baを新たに開発して､総計 5.000

haの水臼として2期作を可能にするというものである｡
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調査当時は雨期の終り頃で､未だLonga河の水量も多く､計画構想の詳細を把握

出来なかったが､かつて行った湖の内水排除工事の失敗例(ポンプ2基据付のま

ま放置)を見てみると､かなり計画に甘いところがあるのではないかと思われる｡

雨期､乾期の水位変化は1.8m程度であるから､堤防工事はさして困難とも思わ

れないが､ 2,500haの拡張面積を確保するにはかなりの部分について河川の流紘

整理を行わねばらなず､投資の収益のバランスがとれるかどうか慎重に検討を要

する｡
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3. 3 アス-ジ,クワルデイロン地区

地区は首都テレジニヤから約15Dkql北方にあり､ Pripri市の付近である｡

官io das Matos (マットス川)をダム(アースダム長さ 800m､高さ約20m)で

締切った貯水量35,000千tonを有するAcude Carderaoがあり､現在約400haの稲

作を行っているo (インフラ不足で 400haどまりとのこと)

栽培は陸稲式でスプリンクラーかんがいで2期作を行っている｡収量は籾で1回

作当り 3.5ton/haである.

計画はダムを約10m程度嵩上げして､貯水量を約20,000千ton増加して､インフ

ラを整備して､約10,000baの稲作を行うものとされている｡インフラはおそらく

末端のスプリンクラー施設のことを指していると思われるが､現在栽培されてい

る約400haの水田を見てみると､少し不陸はあるものの､たんねんに畦畔を築造

すれば､スプリンクラーを使う程のこともなく､立派な水田に出来る地形である｡

徒にエネルギーを消費する不経済な稲作で､貯水池の嵩上げや面積の拡張よりも

まず耕地整備を行うべき処と思われた｡
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3. 4 カンポラルゴ地区

首都テレジニヤよりParnaiba河に沿って約150knl程下がったPort市付近である｡

ん

Parnaiba河の氾艦原を利用して､乾期に陸稲式栽培法で稲作を行っている｡

かんがい水源としては､ Lago de Campo Largoを利用することもある｡収量は籾

で3-4･ton/haである｡

現在は約 220ha程度であるが､堤防によって洪水を防ぎ､面積を1.500haに拡大

し､用排水ポンプを設置して､ 2期作を行う計画である｡

Parnalba河の氾濫原は不陸が多く､比較的良い処を結んで堤防を築造すればわり

あい安価に築造出来ると思われたが､内部の耕地整備と内水排除に金がかかると

思われた｡やって出来ない工事ではないが､地形的に拡張面積が1,500ha程度に

制限されるので､果して投資と収益のバランスがとれるか否か疑問である｡それ

と共に現在の稲作はリオグランデ地方から移住したドイツ系農民1戸によって大

部分が行われており､拡張予定の地域もそ-の農民の土地が多いとのことであるか

ら､小農民育成の観点からは一考を要する.

ただし､市長が非常に熱心であり､プロジェクトの完成に意欲を持っているので､

彼の政治力により州政桁あたりと協議して､大農家のみの受益を制限し､造成地

を小農民にも分割配分することが可能であれば､稲作よりもむしろ高級疏菜を栽

培することによって収益性を上げ､投資とのバランスをとり得るのではないかと

考える｡

ー18-



3. 5 その他

3.5.1かんがい試験地

かんがい農業の成果を確認するため､州政何がテレジニヤより約30km北方地点に

試験地を設け､かんがい農業の経営試験を行っている｡

面積は約 500ha､ 20戸の入植農家を入れ､マラクジャ､バナナ､スイカ､マンジ

ョカ等をかんがいにより栽培させ､その成果をテストしている｡

マンジョカはha当り 20tonの生産で､粗収入が100.000crS/ha､西瓜はha当り20

tonの生産で､粗収入 200.000crS/baであり､生産費としてはマンジョカが約10

%､西瓜が約20%との説明であったが､生産費が少し安過ぎるのは水利施設等の

償却や運転維持費等が入ってないのではないかと思われた｡それにしても粗収入

はかなりのもので(円換算マンジョカ30万個/ha
､西瓜60万個/ha

)
､物価の安

いブラジルでは好成績と言ってよいであろう｡

3.5.2 かんがい農業試験場

parnalba河の下流部､ Parnaiba市付近にあり､ラテンアメリカで唯一のかんがい

農業試験場であるとのことであった｡

敷地面積は1,600ha､研究員は32名とのことであり､敷地内にはマンゴー､マラ

クジャ､レモン､ラランジャ等の熱帯果樹の他各種の疏薬類が栽培され､それぞ

れにCenter Pivot, Sprinkler, drip等のかんがい方法が応用され､かんがい効

率,収益率等のテストが行われていた｡

3.5.3 Sul Anerlca農場

農場は首都テレジニヤからParnalba河に沿って約100kn下った所Miguel Alves付

近にある｡ 1984年から調査を開始して1987年から試作を行っている｡第1回に約

1.000ba
､第2回は

TOOha追加して1,700haの栽培を行った｡ 3年目で5回作目

に入っているが､ 1回作で籾収量5-6ton/haである｡

-19-



4.鞠査日程

調 査

日数 月日 発地 着地 泊地 備考

I

2

4/22(目)

23(月)

Saopaulo

Brasilia

Brasilia

Tereslnia

Brasilia

′′ 日本大使館JICAブラジル農牧省訪問

3 24(火) Teresinia 州企画局訪問､午後かんがい試験地SEASA調査

4 25(水) Teresinia Parnaiba Parnaiba Buriti地区調査及びかんがい試験場

5 26(木) Pamaiba Pripri Prlpri アクードクワルデロン地区調査

6 27(金) Piripirl

Teresinia

SaoPaulo

Teresinia

Saopaulo

東京

Teresinia カンポラルゴ地区調査

7 28(土) ′′

テレジニヤ地区調査

8 29(目) ′′･

.資料整理

9

10

ll

12

13

30(月)

5/i(火)

2(水)

3(木)

4(金)

′′

Saopaulo

州企画長官に報告､T.0.f2提出
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5.面接者一覧

氏名 機関名(役職)

福田一等書記官 駐ブラジル日本大使館(農務官)

本郷職員 JICA､ブラジリア事務所所長代理

AlbertoNobuokiMoma ブラジル農業省海外協力室長

真下慶治

FranciscodeAssisVelos

JICA専門家(農牧省)

ピアウイ州政僻企画局部長

中山征治 ピアウイ州政府企画局顧問

MarcioBaez

JoaoCasteloBranco

ピアウイ州政僻企画局部次長

かんがい試験地SEASA場長

VictorHugodeOlivara かんがい試験場々長

甘ashingtonR.C.SilvaPitd

DomingosBacelardeCarvalho

Eiva)doRosendodeSot)sa

DiogenesdeMeloRebello

かんがい試験場主任研究官

Porto市長

SulATnerica農場総務部長

ピアウイ州政肘企画長官
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6.調査者の略歴

白石 健次

総 括

水 利

本城 正行

農業経済

昭和20年 9月

昭和23年まで

昭和23-34年まで

昭和34-38年まで

昭和38-48年まで

昭和48-54年まで

昭和54年-現在

昭和51年 3月

昭和53年 3月

昭和53-55年まで

昭和56年

昭和63年-平成元年

一 平成元年-現在
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(樵) P.C.1技師

ブラジルビソ-ガ大学大学院

農業経済学 留学

P.C.1技師
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Anne文一1

経営規模別農家戸数及び面積(ピアウイ州)

経営規模
農家戸数 面積合計

1,000戸 (1.000ha)

10ha以下

1ha以下 62.7 37.0

1-2ha 58.5 75.1

2-5〝 54.2 154.7

5-10〝 18.9 125.4

小計 194.3 392,2

10ha-100ha

10-20w 17.5 236.5

20-Bo′′ 24.7 785.9

50-100′′ 15.7 1,074.7

小計 57.9 2,097.1

100-1,000ha

100-200ha 10.2 1.341.0

200-500N 6.0 1,792.5

500-1,000N i.9 1,304.0

小計 18.i 4.437.5

i,000-10.000ha

1,000-2,000ha 0.9 1,150.5

2,000-2.500′′ 0.4 1.090.5

2,500-5.000N

5.000-10,000′′ 0.1 808.i

小計 1.4 3,049.1

10,000ha以上

10,000-100,000ha

l

0.1

0.1

1,359.9

loo,000ha以上 354.9

小計 I.714.8

申告なし 0.2

合計 272.0 ll.690
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TERESINA気象表

Annex-2

1979

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間mx

1月 32.2℃ 22.5℃ 35.3℃ 21.3oC 82% 354.9t柑 167.lnm 79.3nm 26.3℃

2月 31.1 22.6 33.8 21.3 85 202.5 48.3 53.0 25.7

3月 32.3 22.5 33.8 21.0 84 195.8 66.9 63.6 26.7

4月 32.1 22.9 33.8 2l.6 84 170.6 47.4 71.9 26.8

5月 3l.6 22.2 33.1 20.3 84 171.6 109.7 73.4 25.9

6月 32.0 19.7 33.2 17.2 76 30.1 30.0 133.5 25.0

7月 33.8 19.2 35.3 16.5 68 1.0 1.0 183.6 25.5

8月 ‾■35.9 20.3 36.6 15.8 64 50.6 46.1 195.7 26.6

9月 36.6 22.3 38.7 19.4 59 i.9 0.7 217.7 28.4

上o月 35.5 21.0 37.4 19.0 65 54.0 33.0 180.7 2T.4

l上月 35.9 22.7 38.1 21.1 62 50.3 35.7 196.2 28.4

12月 34.3 23.0 38.0 2l.1 104.4 102.5 145.3 27.6

年間 33.6 21,8 38.7 15.8 74 1,468.2 167.1 1.593.9 26.5

1980

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間nx

1月 31.6℃ 22.7℃ 34.1℃ 21.4℃ 82% 165.3Tbm 47.2tMl 78.3mTD 26.2℃

2月 30.41 22.7 32.8 21.2 88 506.i 76.1 46.5 25.4

3月 31.8 22.2 33.9 20.6 85 154.2 35.4 73.6 26.1

4月 32.7 22.5 34_.3 19.9 81 96.6 31.6 82.9 26.5

5月 33.2 22.i 34.2 20.1 80 $3.2 57.0 90.9 26.4

6月 33.7 21.4 35.5 18.6 74 3.5 2.1 127.0 26.4

7月 34.8 20.4 37.1 16.5 65 1i.9 18.8 230.5 26.5

8月 36.1 19.5 38.0 15.6 56 0.1 0.1 281.1 28.9

9月 36.7 21.8 38.9 19.4 57 25.5 13.i 218.1 28.4

10月 37.5 22.8 39.1 21.0 51 4.9 2.3 260.2 29.3

l上月 35.1 23.i 38.2 19.8 65 85.4 32.0 157.6 28.2

12月 34.2 22.7 38.2 20.7 67 45.7 18.0 27.7

年間 34.0 22.0 39.1 15.6 71 1.183.4 76.1 i.646.7 27.0

出典 ブラジル統計年表
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TERESINA気象表

198l

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間m‡

1月 32.0℃ 22.5℃ 34.8℃ 2l.1℃ 83% 374.3mm 76.3mm 74.6mm 26.1℃

2月 33.1 22.3 36.6 21.1 80 40.6 1l.4 89.i 26,7

3月 32.4 22.7 36.8 21.4 81 331.3 80.8 89.3 26.4

4月 32.9 22.0 34.2 20.4 55.9 23.9 93.0 26.6

5月 22.0 20.i 17.9 12.0 124.2

6月 34.6 20.1 35.6 16.4 63 6.0 3.7 191.6 26.4

7月 36.6 0.7 0.7 254.i

8月 37.9 296.8

9月 43 344.2

上o月 37.9 40.8 47 4.9 2.I SOL.3

11月 37.0 23.7 38.5 22.0 53 31.5 23.5 266,1 29.6

12月 35.7 23.4 39.5 21.0 59 64.7 20.7 247.3 29.0

年間 34.5 22.3 40.8 16.4 64 927.8 80.8 2.36l.6 27.3

1982

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間mx

1月 32.0℃ 23.3℃ 36.4℃ 21.7℃ 79% 135.Omm 43.Omm l12.6mm 26.8℃

2月 3l.0 22.3 33.6 20.4 85 273.5 70.9 67.3 25.5

3月 32.0 22.7 33..4 21.2 83 179.5 31.0 77.6 26.3

4月 3l.3 22.5 33.4 21.5 87 473.3 123.2 68.9 26.I

5月 32.0 21.4 33.6 20.0 79 17,2 5.3
.120.8

26.0

6月 33.1 20.8 34.1 17.6 72 3.2 i.8 149.7 25.9

7月 34.1 20.7 35.3 16.8 65 2.0 2.0 279.4 26.6

8月 35.6 20.3 37.0 18.3 56 5.2 4,7 263.9 26.7

9月 36.7 22.3 37.7 19.8 52 7.5 3.7 248.9 28.9

10月 36.3 22.5 37.8 20.4 56 19.1 14.5 229.1 28.5

11月 36.9 22.5 39.5 20.4 51 38.5 33.2 267.2 29.2

12月 36.3 23.3 39,3 21.I 54 60.5 54,2 247.0 29.2

年間 33.9 22.1 39.5 16.8 68 1,215.4 123.2 2.132.4 27.1
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TERESINA気象表

1983

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間mx

1月 34.8℃ 23.4℃ 38.4℃ 21.3℃ 66% 61.5mm 26.51川 172.7mm 28.3℃

2月 31.9 22.8 34.9 21.2 62 363.2 lot.5 89.5 27.0

3月 32.2 22.7 35.0 21.3 79 SIT.7 65.2 95.4 26.8

4月 33.2 23.0 35.0 21.1 80 63.7 30.0 98.4 29.8

5月 34.i 22.7 35.0 21.0 75 7.6 3.7 130.I 27.4

6月 34.0 2l.1 35.9 18.2 68 0.6 0.6 177.9 27.0

7月 35.7 19.9 37.2 16.0 58 240.4 26.9

8月 36.5 21.2 38.0 17.7 50 0.3 0.2 285.2 28.3

9月 37.7 22.4 39.0 19.6 45 308.2 29.3

上o月 37.7 22.8 39.1 20.8 47 4,8 2.2 32L.3 29.8

11月 37.2 23.4 39.7 21.0 47 61.6 60.i 284.6 29.9

12月 35.2 23.8 38.6 2l.4 62 54.I 37.0 205.8 29.0

年間 35.1 22.4 39.7 16.0 63 935.1 lot.5 2,409.5 28.3

1984

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間mx

1月 32.5℃ 22.7℃ 35.7℃ 2l.2℃ 77% 202.8Tnm 7l.7mm 89.9mm 26.6℃

2月 32.3 22.0 34.4 20.6 81 221.6 105.3 79.2 26.I

3月 31.6 22.1 33.2 20.6 84 282.9 49.5 67.6 25.6

4月 30.9 22.7 31.9 21.4 86 526.1 65.0 49.1 25.7

5月 3l.2 22.2 32.1 19.4 84 198.1. 65.5 70.0 25.8

6月 31.9 20,7 33.1 17.0 75 7.2 7.0 124.6 25.5

7月 33.2 19.9 34.7 15.7 67 2.7 1.5 182.6 25.8

8月 34.6 20.5 36.2 17.9 66 78.3 29.3 20l.4 26.6

9月 34.5 21.6 36.6 19.2 68 50.3 26.6 155.5 27.3

10月 35.7 22.1 38.0 19.8 61 23.7 ll.6 258.0 28.4

11月 36.1 22.8 37.7 20.6 59 41.0 20.6 266.3 28.7

12月 35.9 23.0 36.5 21.0 63 59.6 16.9 197.1 28.7

年間 33.4 21.9 38.5 15.7 73 1.694.5 lo§.3 1,741.3 26.7
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TERESINA気象表

1985

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間mx

1月 31.3℃ 22.0℃ 34.0℃ 20.9℃ 86% 503.9mm 60.3mq) 64.7mm 25.5℃

2月 30.6 22.1 32.0 20.8 88 482.9 114.6 50.7 25.3

3月 3l.3 22.5 33.0 21.1 86 374.9 64.1 69.2 26.0

4月 30.1. 21.6 32.0 21.0 88 471.8 53.6 48.2 25.1

5月 30.6 22.6 31.6 20.8 86 265.5 49.8 75.9 25.5

6月 30.4 21.1 32.4 1&.1 83 98.2 26.3 92.7 25.i

7月 31.1 20.7 32.6 18.2 74 15.0 12.2 143.0 25.3

8月 33.4 20.6 35.4 18.4 0.8 0.4 211.8 26.2

9月

io月 35.1 22.5 37.2 20.9 62 14.0 7.4 190.7 28.3

11月

12月 31.1 22.5 36.3 20.3 87 262.1 lo§.8 94.5 25.9

年間

(1986年欠)

1987

月

温度

湿度

雨量

蒸発 平均温度

最高平均 最低平均 絶対最高 絶対最低 月間 24時間nx

1月 32.7℃ 21.4℃ 34.8℃ 20.1℃ 81% 302.Omm 81.8mm 120.3m∬l 26.4℃

2月 33.0 21.6 36.1 19.2 230,0 69.1 107.0 26.6

3月 30.9 21.9 34.1 20.2 564.5 134.5 65.0 25.6

4月 32.6 21.8 34.6 20.0 248.2 124.2 99.0 26.7

5月 32.9 2l.3 33.8 20.1 54.1 12.0 108.8 26.7

6月 32.4 20.8 33.9 18.8 28.4 16.0 120.4 26.3

7月 34.1 19.4 35.2 18.3 26.4

8月 35.8 19.9 37.3 17.i 0.9 0.8 299.8 27.5

9月 36.6 19.9 38.1 16.6 337.5 28.3

上o月 36.1 21.2 38.7 18.8 49.2 37.6 314.0 28.7

11月 37.0 21.3 39.6 19.4 67 26.3 25.7 287.9 29.1,

12月

年間
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ヒごア ウイ91i最近3 ケ年の農業生産
i
Annex-3

作物名

収穫面積ha 喉穫量t

備考-

1985 1986 1987 1985 1986 1987

パインアブル 73 97 113 284 428 686

木綿 150.784 155.081 159,913 47,087 43.837 16,5&5

棉 5,307 6.945 7.OT4 2,000 3,149 3,680

ニンニク 91 168 192 343 808 625

落花生 10 8 8 6

栄 208.101 252.098 220.775 267.118 387,936 159,719

バナ､ナ 2.554 3,046 3,865 3.643 4.42S 5.420

サツマイモ 402 431 401 1,723 1,908 1.822

ジャガイモ

カフェ 38 48 38 15 18 12

カジュ 78,996 106,512 128,664 2,745,637 3.890,232 3,613,135

甘煮 ll.563 ll.954 12,151 551.876 593,804 591,951

タマネギ 31 48 54 129 199 228

ココヤシ 297 325 383 1.432 2.521 3.243

ソラマメ I.433 1,737 1,811 479 575 393

ヽtヽ

フェンヨン 291,580 328.880 273,571 59.899 81.740 48.6&4

タバコ 164 147 131 74 69 64

ラシンジャ 1,218 1,312 1,363 142,546 174.493 148.149

レモン 28 24 23 4.574 2,400 3.72S

パパイヤ 3 3 3 23 23 23

マモナ 18.388 24.28% 15,222 12.353 14,19t) 2.020

マンジョカ 86,911 120,784 157,699 1,013.463 i.806.997 1,781,475

マンゴ- 2.113 2.129 2.155 123,251 133,274 133,319

西瓜 7.917 7.879 7.548 7.824 5,021 4.368

メロン 107 82 il 40 31 32

トウモロコシ 363.476 444,228 367.800 259,033 35l,288 116.268

大豆 666 740 875 1.080

ミカン 56 55 55 7.857 7.729 7.770

トマト 49 55 58 297 401 774

出典●ブラジル統計年表
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Annex-4

】 INTRODUCnON

The study area is located in the Northeast Semi-aridoヱOne Where cdled

-POLICONO DAS SECAS--. ne amual predpitation is le防tr岨n 1
,200 7m/Year･

The major parb of the auimlttqe of this area is predominated by the

stibsistence auimlttue, dependin且On the condition of the rain, so the

utili乙ation of the water resources of the river which is not utilized

efficiently has the great significance for the agriculttual development of the

study area.

Owin且tO the low

_yield

of the a8ri-ltural prduction and instability of

the production, there are lots of mgration to the urban area and others

indus廿ialiヱed regions, lockir嶋for the better working opportunity ･

The Piaui State is also belonging to this Northeast Region. Therefor,

the GoverTmentS Of the Piaui State is tahn名a great effort for this counter

plan of廿血problem.

The exploration level of the State Agricultural potentials very low,

utilizing , approximately, &.5% of the potential area for the agricdture. h

spite of廿血, the agriculture contributes very impor由nt paper for the Piaui

State economy, covering 60% of the labor force in the st,I,te. So, the

development of the auimltura1 land is very lrnPOrtZnt for the Piaui State

Govement. ne utilization of these resources will auow considerable

increユSe in the pr∝1uction and productivity and will propitiate enorTTIOuS

economic advantages for the State. Specially, the irrigated agrimlture will

allow for the quality and quantity improvement of food pr(ducts, a change in

the sdo-mnomic structure, improvement of country folks-living standard, as

we山as for the intrduction of new spedes.not traditioⅦγ produced in the

State, sigrdfica打出y improving the international market for industrial

prcduct.

Ⅱ OUTLmE OF THE PROJECT

On the lower reach of the ParT:iaiba river where lomted in a north side of

the Teresina city, the potential area for the irrigated a旦rin止ture are

estimated to l氾50,000 - 60,00O ha, the area are distributed from the city to

the north coast of■the Piaui State, aTI Shown in the Fig I.
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Althou8h the detail of the project area are subject to the further study,

the promising area for the irrigation
project

are as follow;

り Teresilla

i Location

ii Area

iii Water Source

iy Diversion Facilities

v ltTiEation仙ethcKI

yi
Culture Crops

2) La&oa do Buriti

i Location

ii Area

iii Water Source

iv Diversion Facilities

y TrriJSation Method

vi
C山ture Crops

3) ^9ude Cdder孟o

i Location

ii Area

iii Water Source

iy Diversion Facilities

y Irrigation Method

vi Culture Crops

叫 Campo Largo

i Location

ii Area

iii Water Source

iv Diversion Facilities

y Irrigation Methd

yi
Culture Crops

; ∧roundヤ1e Tr･esina City

; About lO,000 ha

; Parnaiba River

; Pumps and canals

; Sprinkler

; Tropical fruits and Vegetables

; Municipio (Io Buriti dos Lopes

; About 5,000 ha

; Longa River

; PumT)S, gate, levee and c別1als

; Plot-tひ･plot Irrigation

; Paddy

; MunicJPio Piriplrl

; Abou‾t 10,000 ha

; Fvlatos River

; Rehabilitation of the Dam and canals

; Plot-tc卜･plot irrigation

; Paddy

; Municlpio Porto

; About 3,000 ha

; Parnaiba River

; Levee, Gate, Pumps and canals

; Plot-t&-plot lrTigation

; Paddy
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08コEC7TVES OF THE STUDY

The objectives of the study are as follows I,

]) To conduct Feasibility Study oE the pro)ect induding.

- To prepare topographic maps

- To study the development possibility of new irrigation and

drainage systemセIking into account special attention to 1:he

e山sting geoJogjG山condition and the relevant pro)ecb.

- To make a8t-icultural development plan with use of the irrigation

water intaked fro汀I the Paranaiba river.

- To study marketing System including the Collection, storage

processing aEld crops transportation.

- To evaluate the project from technical and economical soundness.

2) To transfer technology tO COUnterPartS thoush the work on the )ob

site.

3) To make any recorTnlCndation or advice to strength the local district

office in the asped of orgaJhzation or lo8istical efficiency on the

implementation of the i汀ig～tjon and drainage systeTn.

Ⅳ PLAN OF OPERATIO.Pt!

l) Scope of the Study

771e Study shall cot)Sjsts of the fie)a survey, data collection and study

and analysis on the job site and inコapan, dividing into two phasつ.

(りFirst Phase

A. To collect and rFeView of the existing data and jT2fon71atioT7 relevant

to the study area on the following items;

- Topo8raPhy

- Meteorology

- Hydrology

- Geology

- Soil
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- Land use

- A8rOnOmy

- bigation zLnd Drainage

- Agro→economy

- 5b亡ioづきCOnOTny

- Rural hstitution and Cけganization

- Environmental condition, and

- 0廿IerS

a. To conduct necessary survey and analysis on the following items',

- Present land and water use

- Available land and water resources for the agricultural

deveL opment

- Present farming pattem

- Existin8 irrigation and drainage facilities, farm road and

other related a8rlCUltural structure.

- Present situation of poor drainage and iDfluer)ce f】∝カ･

- Rural socio-ec(TIOmic situation

- Preparation of the topographic map and

- Others

(2) Second Phase

^. To collect data and information necessarアfor supplementing the

first phase study and review.

B. To coiled necessary survey and analysis on the following items;

- Meteorology

-

Hydrolo8y

-Soil

- Geolo旦y

･
-

Ecology

- Land use

- Agricultural instittJtLon, agricultural tedvIOLogy and fm

management,

一山arketin名SyStem, agricultural product price and prduction cost

- Fmer-s economy

- Agricultural supporting service and farmer【s orgaL山zation

- Existing irrigation and draina烏e王acilities and their operation

and maintenance

-

Availability, quantity and cost of construction method and
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- Others

C To conduct analysis on the followin名items and fomulate optimum

a8rlCulttqal development plan.

- Water resources development plan

一打rigation and drainage plan

- Land qse plan

- Farming program

- Settlement program

- Preliminary design of irrigation and drainage facilities and

related structure and plan for their constmction methods

- Plan for oF杷ration and maintenaTICe System Of the facilities

- hplementation schedule of the project
- Cost

estimation and proj吋benefit
-

Economic and financial analysis

- Economic evaluation and

- Others

(2) Schedule of the study

The study shall be conducted in accordance with the ten也tive study

schedule shown in Appendix.

(3) Reports

The study leam shall prepare and sub.Tit the following reports to the

Governments of the Piaui State.

1･拠空聖堂; Twenty(20) copies wit山n one(1) month alter

the commencement of the study

2･吐出; Twenty(20) copies at the end of the field work

in the project site

3･ !空室L堅聖と+i竺匹空;Twenty(2O) copies within two(2) months after

retuminE tOコapan.

4･堅竺と+坐; Fifty(50) copies within two(2) months 'after

recelVlng the commen'ts from the Govenvnent -1f the Piaui
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V EXTERNAL ÅND THE GOVERNMENT INPUT

1) The Government
ofコapan is kindly reqLuested to extend tecfmical

cmperation through theコapan lntemational Cooperation Agency (コICA)

indudin8血spatd止n8 the study tcaml SUPPlying equipment and machinery

nmrγ for the survey and perfoming transfer of technology to the Piaui

State Govemment personalwith course of the survey and fellows山p inコapan･

･
(1) Expertise required

^ total of 60 manlⅥOnth of experts serviceswill be req山red.

(2) Equipment

lt is kindly requested that the study team bring all kind of equipment,

machineryl Stationary and consumable items necessary.

(∋) Fellow ship

Tota1

_manrmonth

divi血ng men for

_month
will be requested･

2) hpt】t of the Piaui State Govemment

To facilitate smooth implementation of the study, tlle gOVemment Of仙e

Piaui state through COMDEPI sha=.I take necessuy measure.

(1) COMDDEPI shall at its oⅥm expense, provide theコapane㌍ study team

with the following, in cooperation with other relevant organization.

- Available data ar.d information relat亡･d to the study.

- CountでT､Part personal to assist the sun･′ey team and practice in

the various activities for the study.

- Nece防arγ Vehicles with dニ･ivers and luming cost.

- Suitable of王ic(ヱSPaCe With necessary eqtJIPment , and

-

Credentials or identificalニon cards to the member of the study

team.

(2) TTle Govemment of Brazil shall ねar claimc, if any iirise against the

mem上杷rS Ofコapanese study team, 1rising from, occurring in the course

of, otherwise conneded with the discharge of their duties in the

implementation of the study, exemヱ-t V,hen such claim arise from gross

negligence or will full misconduct on the part of th? members o王the

コapanese study team.

(3) CO肌DEPI shall assist theコapanese study team in arrrange its

accomodati on.
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(4) CO肌DEPI shall鎗Cure the following;

- To secwe the saLety ofコapane与e Study team･

- To provide medical sezvices as need. Its expenseswill be charged

on the member of thつコapanese study team･

- To a汀ange for quick and smooth customs clearance of the

equipment and materials required
for study at free of any charge･

- To permit the members of thcコapanese study team to enter'1eave

and so)ourn in Brazil for duraticTI Of their assignmentl and

exempt l･.hem from alien registration requirements and consular

fee5;

一丁o exempt the member of theコapanese study team from taxes, duty

and other charges on eq1･Spment, maclヽirleries and other materials

brought into Brazil for 'the implem(?ntation of the study.

- To exempt the me汀血er of theコapanese study team from income tax

and other dlarge imposed on or in connection with any emolumf''lt

on allowance paid to tile member of theコapar)ese study team 士or

tlleir services in ∫._onnection with stu(ly.

- To provide necc-.,sary facilities to the Jlapanese study team for

remittance as ll･eli as utili乙ation of funds introduced into Brazil

fromコapan in connedon ll･ith study.

- To use the corrmunication facilities includin各Walkie-talkie with

alloGl:･;･_,d王requency and electronic distance measuring

instrumen 'J,,
and

- To permit the members of the study team to take all data and

documて1tS (including photographs) related to the study inコapan.
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ANNEX

TENTATIVE TIME SCI-IEDULE

DetailedWork

凹onth

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12

1.PrelimlnaryFieldSurvey

(DataCollection)

2.DetailedSurveyandAnalysis

3.WorkinJapan

4.DiscussionofDFR

(REPORT)

1.InceptionReport

2.InterlmReport

3.DraftFinalReport

4.Final官eport ※

Note -■■and ▲; work ln Brazil

⊂==コand △; work in Japan

* △; after 3 TDOnths
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